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　漱石は小説『それから』（二）のなかで、主人

公の長井代助に、こんなことを言わせている。

楽
がく

という一種の美くしい世界には丸で足を踏

み込まないで死んで仕舞はなくつちやならな

い。僕から云わせると、是程憐
あわ

れな無経験は

ないと思う。

　代助の言う「楽」とは、音楽を意味する。生涯

に一度もコンサートを経験しないまま死ぬとは、

これほど憐れなことはないとは、漱石の本心にほ

かならない。

　私は文豪の洋楽受容の研究を続けている。ここ

数年は漱石のクラシック音楽体験を集中的に調べ

ているが、彼の小説、小品、講演文、手紙やハガ

キ、日記や手帳に断片的に記された走り書きから

実生活が見えてくる。漱石は洋楽に並々ならぬ関

心を抱き、コンサート体験を重ねていた。

　彼は生涯に少なくとも12回以上のコンサートへ

行き、２回のオペレッタを観ている。最初は軽い

好奇心からだったのかもしれない。ところが、い

つしかコンサートに魅せられてしまった。音楽を

聴いているとき、心が豊かになった。

　音楽は感性を直撃する。だから、音楽嫌いの人

は、楽器の音に神経を尖らせる。だから、聞こえ

ると、落ち着かなくなって、苦情を言う。音大生

は下宿捜しに苦労する。

　漱石は娘が弾くピアノを、「ピン〳〵ポン〳〵
中々好音を発し候」、と嬉しそうに知人に伝えて

いる。手紙の用件とは、なんの関係もないのに、

末尾にわざわざそのことを書き添えている。手紙

を書いていたら、音が聞こえてきたのであろうか。

　中村是公に誘われた満韓旅行では、大連のヤマ

トホテルに着くと、「隣の室で西洋人の女がしき

りにピヤノを弾じている」、と小宮豊隆にハガキ

を出している。ヤマトホテルは、欧米の一流ホテ

ルに伍する格式だったので、ピアノが置いてあっ

たのである。ちなみに、長女の筆子が音楽教習所に

初めて行ったとき、付き添ったのが小宮であった。

※漱石の原文からの引用は、岩波文庫を使用しました。

（第１回）

「楽」といふ美しい世界へ！
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